
平戸市の精神文化と産業 
～今に生きるかくれキリシタンと海の恩恵～ 

ふぐの日フォーラム基調講演 
世界文化遺産登録記念 

平戸市長 黒田成彦 



本日の話題 

１ 世界遺産とは何か 

２ 「長崎と天草地方の 
   潜伏キリシタン関連 
   遺産」の価値 

３ 俗説の「かくれキリシ 
  タン」像への反論 

４ 生月町における宗教の 
  連続性・共存システム 
  と海の恩恵 

５ 時空を超えた奇跡 

６ まとめ 



１ 
世界遺産とは何か 



世界文化遺産の定義 

 地球や人びとの歴史が作りだしてきた「世界の宝物」の
ことで、顕著で普遍的な価値を持つ不動産が対象となる。 

 6個の評価基準のうち、少なくともひとつ以上を満たすこ
と。（評価基準10個のうち、文化遺産に関連するのは6個） 

 完全性（資産に過不足がないか）・真実性（資産は本物か）を満
たすこと。 

 万全の保護措置がとられていること。 



現在までの国内の世界遺産リスト（2018.7現在） 

 世界遺産1092件（文化遺産845,自然遺産209,複合遺産38） 

 うち日本には22件（文化遺産18,自然遺産4） 

 



長崎県における世界遺産登録への胎動 

 2001年（H13）長崎の教会群を世界遺産にする会発足 

 2007年（H19）世界遺産暫定リストに記載（全20資産） 

 2010年（H22）構成資産候補が29資産まで増える。 

 2012年（H24）天草が加わり13資産に絞られる。 

 2013年（H25）推薦見送り（産業革命遺産が選ばれる） 

 2014年（H26）教会群が国内推薦（14資産） 

 2015年（H27）イコモス調査を受ける。 

 2016年（H28）2月、イコモスの指摘を受け取り下げ。 

 2016年（H28）イコモス等の助言を受けて12資産に。 

 2018年（H30）5月、イコモスから記載勧告がでる。 

 2018年（H30）7月、世界文化遺産に登録される。 



２ 
「長崎と天草地方の 
潜伏キリシタン関連 
遺産」の価値 



イコモス勧告のショック 

イコモス調査の結果、教会群
を構成していた14資産のう
ち、次の2資産について除外
することを決定。 

 日野江城跡（南島原市） 

 田平天主堂（平戸市） 

 

2資産とも、他の資産と比べ
て禁教期との関連性が薄いこ
とが理由であった。 



「教会群」から「集落」への名称変更 

長崎の教会群とキリスト教関連遺産 

 キリスト教の伝来と繁栄、弾圧と潜伏、
そして復活という独自の歴史を物語る14
資産からなる。 

 これらの歴史を象徴している教会堂に価
値がある。 

 
長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産 

 宣教師不在の中で育まれた日本独自の宗
教的伝統を物語る12資産からなる。 

 潜伏が始まったきっかけから、潜伏が終
わりを迎えるまでの歴史を物語る集落に
価値がある。 



「日野江城跡」と「田平天主堂」が 
取り下げられた理由 

  
布教期 
（1550～1637） 

禁教期 
（1637～1865信徒発見） 

復活期 
（1865～現在） 

 （日野江城跡）布教期のみの資産であり、禁教期の潜伏キリシタンと
直接的な関連がないため除外。 

 （田平天主堂）禁教期の潜伏キリシタンとの関連が薄く、明治以降の
移住による集落であるため除外。 

世界遺産として価値が認められる範囲 
イコモス：禁教期に焦点をあてるべき 

日野江城跡 田平天主堂 



長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連資産 

原城跡 

天草の崎津集落 

大浦天主堂 

平戸の聖地と集落（中江ノ島） 

平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳） 

黒島の集落 
野崎島の集落跡 

頭ヶ島の集落 

久賀島の集落 

奈留島の江上集落 

外海の出津集落 

外海の大野集落 



ついに登録実現！ 



３ 
俗説の「かくれキリ 
シタン」像への反論 



「潜伏キリシタン」と「かくれキリシタン」 
の違い 

 潜伏キリシタン：禁教時代に信仰を密かに続けた人びと 

 かくれキリシタン：禁教が解かれた後も、それまでの信
仰のしかたを継続した人びと 
※仏教や神道のほか、様々な信仰を併存させた。 

  

布教期 禁教期 復活期 

潜伏時代の信仰形態を、今も引き継ぐ。 

キリシタン 潜伏キリシタン かくれキリシタン 



「殉教しなかった弱き者」のイメージを 
作った遠藤周作の『沈黙』 

幕府に処刑され、殉教する信者たちを

前に、ガルペは思わず彼らの元に駆け

寄って命を落とす。ロドリゴはひたす

ら神の奇跡と勝利を祈るが、神は「沈

黙」を通すのみであった・・・ 



「弾圧を受けて離島へ住みついた逃亡難民」 
という誤解 

五島 

外海 

黒島 

平戸 
田平 

新上五島 

大村藩と五島藩の間に 
百姓移住の協定成立（1797） 

※大村藩は働き手を求め、それに応じた 

移住者が潜伏キリシタンだった。 

移住・拡大を 
繰り返す。 



「教義を理解せず勝手に信仰を変容させた」 
とする現行キリスト教との隔たり 



冷凍保存された「かくれキリシタン」の 
凄さ 

お授け（洗礼） 中江ノ島でのお水取り 
（聖水採取） 



４ 
生月町における宗教 
の連続性・共存シス 
テムと海の恩恵 



弾圧に耐え抜いた団結力 

ダンジク様（山田） 

黒瀬ノ辻殉教碑 

オナワリ（山田） 

お水取り、船上の祈り（山田） 



あらゆる宗教との共存を実現する知恵 

比売祇園行列（上） 

比売祇園千人塚お旅所（右上） 

須古踊り：法善寺（右下） 



あらゆる宗教との共存を実現する知恵 

受胎告知 

聖母子と二聖人 

洗礼者ヨハネ 



あらゆる宗教との共存を実現する知恵 

明法院（天台宗）僧侶による
琵琶唱教による祈祷 

生月町内の伝統的な仏間 



定置網から巾着網 

松本の鮪大敷網（江漢） ヨゴマツ落とし網 



捕鯨や遠洋まき網漁業 

捕鯨（勇魚取絵詞） まき網船団 



県下屈指の港湾建設業 

昭和初期の舘浦港 



雄大な自然がもたらす貴重な恵み 



雄大な自然がもたらす貴重な恵み 



５ 
時空を超えた奇跡 



「オラショ」と「グレゴリオ聖歌」の一致 



世界遺産登録記念コンサートの実現 

 西本智実氏（平戸名誉大使2013.11.1） 

 2013年『ヴァチカン国際音楽祭』
でアジアの指揮者として史上初め
て招聘。「オラショ」の復元演奏
を行った。 

 2017年、平戸市長と「春日集落の
棚田米」をローマ法王に献上する
など、平戸名誉大使として平戸市
のＰＲに多大な貢献。 

 2018年10月「世界遺産登録記念
コンサート」を平戸市で開催し、
多くの来場者の中、平戸市長との
対談やオラショの演奏を行った。 



世界遺産登録記念コンサートの実現 



６ 
まとめ 



まとめ 

 構成資産をいかにして保全していくか。 

⇒棚田米の付加価値戦略と収益性の確保 春日集落 



まとめ 

 構成資産をいかにして保全していくか。 

⇒拠点施設「かたりな」におけるおもてなし 春日集落 



まとめ 

 構成資産をいかにして保全していくか。 

⇒拠点施設「かたりな」におけるおもてなし 春日集落 



まとめ 

 構成資産をいかにして保全していくか。 

⇒ ボランティアによる漂着ゴミ清掃活動 中江ノ島 



まとめ 

 構成資産をいかにして保全していくか。 

⇒「オーロ・生月・サリー号」によるクルーズ 中江ノ島 



まとめ 

 かくれキリシタン信者の活動の継続 

⇒ 担い手確保の課題 

⇒ カトリック教会との関係 



平戸市の精神文化と産業 
～今に生きるかくれキリシタンと海の恩恵～ 

ふぐの日フォーラム基調講演「世界文化遺産登録記念」 

平戸市長 黒田成彦 

ご清聴ありがとうございました。 


